
財
務
省
で
は
、
財
務
局
を
ハ
ブ
と
し
た
地
域
連
携
の
取
組
み
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
地
方
公
共

団
体
、
地
域
の
企
業
や
金
融
機
関
な
ど
と
の
交
流
の
場
と
し
て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
を
目
指
し

て
き
た
。
こ
う
し
た
地
域
に
お
け
る
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
系
を
「
見
え
る
化
」
し
、
さ
ら
な
る

連
携
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
地
域
経
済
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
概
念
を
打
ち
出
し

た
。
金
融
機
関
に
も
、
地
域
経
済
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
担
い
手
と
し
て
、
企
業
の
実
情
や
地
域
の
具
体
的

な
課
題
を
把
握
し
、
各
主
体
を
つ
な
げ
る
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。

財
務
省
　
大
臣
官
房
文
書
課
調
整
官

兼
地
方
課
総
務
調
整
企
画
室
長

（
日
独
産
業
協
会
特
別
顧
問
）

小
林 

剛
也

地
域
経
済
エ
コ
シ
ス
テ
ム

特集
INTERVIEW

特
集

特集 A-3

「
金
融
」は
東
京
の
地
場
産
業

対
内
直
接
投
資
を
増
や
し
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
供
給
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
推
進

国
際
金
融
都
市「
東
京
」へ
の
道
標

都
が
責
任
を
持
っ
て 

実
現
す
る

　
　
東
京
都
が
責
任
主
体
と
な
っ

て
国
際
金
融
都
市
を
目
指
す
背
景

は
？

　
金
融
業
の
育
成
と
い
う
と
、
国
、

特
に
金
融
庁
の
専
任
事
項
と
思
い
が

ち
だ
。
一
方
、
地
方
自
治
体
に
と
っ

て
、
地
域
の
産
業
育
成
に
努
め
る
こ

と
は
本
業
そ
の
も
の
で
あ
る
。
日
本

で
は
金
融
業
が
東
京
に
集
積
し
て
お

り
、
い
わ
ば
金
融
は
東
京
の
地
場
産

業
と
言
え
る
。
そ
の
金
融
業
を
東
京

都
が
支
援
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に

自
然
な
流
れ
だ
。

　
過
去
30
年
を
振
り
返
っ
て
も
、
そ

の
よ
う
な
動
き
は
あ
っ
た
。

１
９
９
０
年
代
初
め
、
国
が
作
っ
た

第
四
次
総
合
開
発
計
画
に
お
い
て
、

都
が
出
し
た
計
画
の
な
か
に
「
国
際

金
融
情
報
都
市
」
を
目
指
す
動
き
が

あ
っ
た
。
臨
海
部
に
巨
大
な
パ
ラ
ボ

ナ
ア
ン
テ
ナ
を
作
っ
て
、
通
信
衛
星

を
打
ち
上
げ
て
、
通
信
衛
星
を
活
用

し
て
金
融
情
報
の
量
や
速
さ
を
高
め

る
狙
い
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ン

テ
ナ
を
作
っ
た
翌
年
頃
か
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
が
飛
躍
的
に
普
及
し
始
め
、

こ
の
ア
ン
テ
ナ
が
金
融
情
報
の
授
受

に
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か

っ
た
。
90
年
代
後
半
に
国
が
日
本
版

金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
を
打
ち
上
げ
た
と

き
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン

に
並
ぶ
金
融
都
市
を
目
指
し
た
。
ま

た
、
２
０
０
０
年
代
後
半
に
も
「
東

京
都
金
融
特
区
構
想
」
と
い
う
も
の

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
具

体
的
な
成
果
は
出
て
い
な
い
。

　
過
去
の
失
敗
を
分
析
す
る
と
、
二

つ
の
理
由
が
見
え
て
く
る
。
一
つ
は
、

臨
海
部
の
パ
ラ
ボ
ナ
ア
ン
テ
ナ
の
よ

う
に
、
都
市
づ
く
り
の
観
点
か
ら
金

融
を
応
援
し
よ
う
と
し
て
、
金
融
業

金
融
は
東
京
の
地
場
産
業
だ
。
１
９
９
０
年
代
以
降
、
街
づ
く
り
の
観
点
か
ら
国
際
金
融
都
市
を
目
指
し
て
き
た
こ
と
が
失
敗
に
つ
な
が
っ
た
が
、
今
後

は
ソ
フ
ト
面
か
ら
東
京
都
が
責
任
を
持
っ
て
構
想
を
実
現
す
る
。
具
体
的
に
は
、
対
内
直
接
投
資
を
増
や
す
ほ
か
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
供
給
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
海
外
か
ら
資
産
運
用
業
者
や
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
を
呼
び
込
み
、
産
業
と
し
て
育
成
す
る
。
税
制
の
ハ
ー
ド
ル
は
高

い
が
、
官
民
一
体
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
組
織
を
中
心
に
海
外
に
東
京
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。
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財
務
局
は
情
報
の
ハ
ブ
と
な
る 

地
域
連
携
の
拠
点

ス
マ
ー
ト
ニッ
チ
の
躍
動
を
支
え
る「
破
壊
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」構
築
を

乗
り
越
え
る
べ
き
二
つ
の
壁

─
─
「
地
域
経
済
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」

と
は
何
か

　

地
域
で
は
、
企
業
、
金
融
機
関
、

支
援
機
関
、
自
治
体
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
主
体
が
活
動
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
主
体
は
単
独
で
活
動
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
、
投
融
資
、
情
報
交
換
、
人
材
交

流
と
い
っ
た
双
方
向
の
つ
な
が
り
の

中
で
、
相
互
補
完
的
に
連
携
し
な
が

ら
存
在
す
る
。
そ
の
連
携
は
地
域
内

に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
他
地

域
や
海
外
と
も
つ
な
が
っ
て
オ
ー
プ

ン
な
経
済
圏
を
形
成
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
経
済
主
体
が
相
互
に
つ
な
が

っ
た
関
係
性
の
こ
と
を
指
し
て
、

「
地
域
経
済
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
と
呼

ん
で
い
る
。
昨
年
夏
に
地
域
経
済
エ

コ
シ
ス
テ
ム
と
い
う
概
念
を
考
察
し
、

そ
の
後
、
９
月
に
は
２
０
１
８
事
務

年
度
の
金
融
行
政
方
針
で
取
り
上
げ

ら
れ
、
11
月
に
は
財
務
省
地
方
課
か

ら
詳
細
な
資
料
を
公
表
し
た
。

　

現
在
、
地
方
創
生
に
取
り
組
む
な

か
で
感
じ
て
い
る
の
は
、
企
業
の
海

外
移
転
や
東
京
へ
の
一
極
集
中
、
そ

し
て
人
口
減
少
な
ど
を
背
景
と
し
て
、

多
く
の
地
域
で
地
域
経
済
エ
コ
シ
ス

テ
ム
が
や
せ
細
っ
て
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。
東
京
も
独

立
し
て
繁
栄
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

全
国
各
地
の
多
様
な
地
域
が
そ
れ
ぞ

れ
に
活
躍
し
て
こ
そ
真
に
輝
く
国
と

な
る
。

─
─
地
域
経
済
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
新

し
い
政
策
な
の
か

　

新
し
い
政
策
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
地
域
の
各
主
体
の
関
係
性
を
生

態
学
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
エ
コ
シ
ス

テ
ム
」
に
な
ぞ
ら
え
て
一
般
化
・
可

視
化
し
、
具
体
的
な
連
携
を
検
討
す
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コーディネート力に磨きをかける
地域振興部

地域経済エコシステム 特集

地域経済エコシステムの形成において、地域が持つ強みや特性を生かし、イノベーション
活動が自律的に展開する仕組みの構築が求められている。そのコーディネーターの役割を
担えるのは、経営地盤に豊かなネットワークを持つ金融機関のはずだ。リレバンを核とし
た山陰合同銀行地域振興部の取組みは、地域商社の展開、産学連携による大学シーズの事
業化、山陰の「火の玉人材」の発掘など多岐にわたり、地域経済エコシステムにおける金
融機関のあるべき姿を示唆している。“ごうぎん流地方創生”の活動内容を追った。

山陰合同銀行

　

都
道
府
県
人
口
が
46
位
の
島
根
県

は
約
68
万
人
、
47
位
の
鳥
取
県
は
約

56
万
人
。
山
陰
両
県
の
合
計
約
１
２

４
万
人
は
、
広
島
市
の
人
口
を
４
万

人
上
回
る
程
度
で
あ
る
（
２
０
１
８

年
10
月
１
日
推
計
人
口
ベ
ー
ス
）。

15
年
10
月
の
国
勢
調
査
人
口
と
比
べ

る
と
、
広
島
市
が
約
５
０
０
０
人
増

加
し
て
い
る
一
方
、
山
陰
両
県
合
計

で
約
２
万
７
０
０
０
人
減
少
し
て
い

る
。
両
県
を
基
盤
と
す
る
山
陰
合
同

銀
行
に
と
っ
て
、
地
方
創
生
は
抽
象

的
な
お
題
目
で
は
な
く
、
喫
緊
の
経

営
課
題
だ
。
そ
れ
は
組
織
体
制
に
も

表
わ
れ
て
い
る
。

　

「
地
域
振
興
部
」
│
│
。
名
前
か

ら
は
地
方
公
共
団
体
の
取
組
み
を
支

援
す
る
た
め
の
部
署
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
持
つ
が
、
山
陰
合
同
銀
行
の
そ

れ
は
趣
を
異
に
す
る
。
投
資
銀
行
業

務
全
般
を
担
う
法
人
営
業
機
能
、
指

定
金
業
務
や
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
支
援

を
含
め
た
公
務
機
能
を
網
羅
す
る
ほ

か
、
海
外
進
出
支
援
機
能
も
担
い
、

大
連
・
上
海
・
バ
ン
コ
ク
の
駐
在
員

事
務
所
も
同
部
の
管
轄
だ
。
昨
年
７

月
に
は
、
同
行
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
だ

っ
た
山
陰
経
済
経
営
研
究
所
の
業
務

を
内
製
化
し
、
同
部
内
に
産
業
調
査

グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

　

法
人
営
業
機
能
は
、
地
域
振
興
部

の
「
リ
レ
バ
ン
サ
ポ
ー
ト
室
」
が
担

う
。
リ
レ
バ
ン
は
も
と
も
と
、
日
本

経
済
が
不
良
債
権
問
題
に
直
面
し
て

い
た
03
年
、
金
融
庁
が
中
小
・
地
域

金
融
機
関
に
対
し
て
打
ち
出
し
た
方

針
「
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ

ン
グ
の
機
能
強
化
に
関
す
る
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
由
来
す
る
。

当
時
、
リ
レ
バ
ン
と
は
「
金
融
機
関

が
顧
客
と
の
間
で
親
密
な
関
係
を
長

く
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
顧
客
に
関

す
る
情
報
を
蓄
積
し
、
こ
の
情
報
を

基
に
貸
出
等
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
行
う
こ
と
で
展
開
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
」
と
定
義
さ
れ
た
。
長
官

が
変
わ
れ
ば
、
新
た
な
言
葉
を
使
い

た
が
る
金
融
庁
に
お
い
て
、
も
は
や

「
リ
レ
バ
ン
」
な
ど
と
口
に
す
る
人

は
い
な
い
。
し
か
し
、
山
陰
合
同
銀

行
で
は
愚
直
に
使
い
続
け
、
自
分
た

ち
の
取
組
み
の
中
で
「
リ
レ
バ
ン
」

を
〝
止し
よ
う揚
〞
さ
せ
、
地
域
振
興
部
の

機
能
を
強
化
し
て
き
た
。

　

15
年
度
か
ら
展
開
し
た
の
が
「
１

人
１
社
運
動
」。
法
人
営
業
の
担
当

者
な
ど
約
４
０
０
名
が
、
担
当
先
の

ぶ
れ
な
い
リ
レ
バ
ン
の
推
進

17 金融財政事情 2019． 4．22

あくなきリレバン・ビジネスモデルの追求と地方創生



ス
マ
ー
ト
ニッ
チ
か
ら
見
た 

「
あ
る
べ
き
金
融
機
関
」と
は

メ
イ
ン
バ
ン
ク
よ
り
も

グ
ッ
ド
バ
ン
カ
ー
と
付
き
合
い
た
い

地
域
経
済
エ
コ
シ
ス
テ
ム

特集

セ
ー
フ
ィ
ー

社
長　

佐
渡
島 

隆
平

Ｄ
Ｇ 

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ

社
長　

高
野 

雅
彰

浜
野
製
作
所

社
長　

浜
野 

慶
一

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
企
業
活
動
が
あ
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
実
効
的
に
機
能
す

る
。
そ
の
主
役
を
担
う
の
は
、
中
小
企
業
、
す
な
わ
ち
ス
マ
ー
ト
ニ
ッ
チ
だ
。
ス
マ
ー
ト
ニ
ッ
チ
代
表
と
し

て
、
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
で
培
っ
た
画
像
処
理
技
術
を
も
と
に
起
業
し
、「
映
像
か
ら
未
来
を
つ
く
る
」
を
掲
げ

る
セ
ー
フ
ィ
ー
の
佐
渡
島
社
長
、東
大
阪
の
町
工
場
か
ら
い
ま
や
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
も
拠
点
を
展
開
し
、日

本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
底
上
げ
を
目
指
す
Ｄ
Ｇ 
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
の
高
野
社
長
、
東
京
・
墨
田
区
の
金
属
加
工
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
集
団
で
、積
極
的
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
支
援
す
る
浜
野
製
作
所
の
浜
野
社
長
が
集
い
、自

身
の
経
験
を
も
と
に
ユ
ー
ザ
ー
の
目
線
か
ら
金
融
機
関
の
「
あ
る
べ
き
姿
」
を
語
り
合
っ
た
。（
編
集
部
）

奴
隷
契
約
を
チ
ラ
つ
か
せ
る

大
企
業

─
─
資
金
調
達
で
苦
労
し
た
経
験
は

浜
野　

１
９
９
３
年
に
両
親
が
切
り

盛
り
し
て
い
た
町
工
場
の
後
を
継
い

だ
。
零
細
ゆ
え
借
金
す
る
の
が
嫌
い

だ
っ
た
よ
う
で
、
機
械
や
設
備
も
現

金
で
購
入
し
、
経
営
的
に
は
堅
か
っ

た
の
だ
と
思
う
。
後
を
継
い
だ
と
き

も
、
資
金
繰
り
で
窮
す
る
よ
う
な
こ

と
は
な
か
っ
た
。
正
直
、
メ
デ
ィ
ア

で
報
道
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
貸
し
渋

り
や
貸
し
剥
が
し
に
直
面
し
た
記
憶

も
な
い
。

　

た
だ
、
い
ち
ば
ん
困
っ
た
の
は
、

２
０
０
０
年
に
隣
家
か
ら
の
も
ら
い

火
で
火
災
に
な
り
、
自
宅
兼
工
場
が

全
焼
し
て
機
械
が
全
部
使
え
な
く
な

っ
た
こ
と
だ
。
会
社
が
ど
ん
ど
ん
苦

し
く
な
り
、
必
死
で
営
業
し
て
、
何

と
か
４
社
に
継
続
の
取
引
を
も
ら
っ

て
持
ち
直
し
た
。

　

東
京
都
の
設
備
近
代
化
資
金
や
運

転
資
金
で
、
元
金
１
年
据
え
置
き
、

２
・
２
％
の
金
利
の
と
こ
ろ
２
％
を

区
が
補
助
し
て
く
れ
る
の
で
、
実
質

０
・
２
％
で
調
達
で
き
た
。
返
済
が

始
ま
る
１
年
後
に
は
、
４
社
が
そ
れ

ぞ
れ
毎
月
約
２
０
０
万
円
の
注
文
を

出
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
何
と

か
返
済
の
元
手
に
な
っ
た
。

高
野　

浜
野
さ
ん
と
同
様
、
私
の
実

家
は
家
族
経
営
の
町
工
場
。
や
は
り

自
宅
兼
工
場
で
生
ま
れ
育
っ
た
。
私

は
三
代
目
だ
が
、
後
を
継
ぎ
た
く
な

い
代
わ
り
に
、
自
分
で
起
業
し
よ
う

と
考
え
て
い
た
。
一
般
に
モ
ノ
づ
く

り
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
最
初
の
ハ
ー
ド

ル
は
設
備
投
資
だ
が
、
父
の
会
社
の

工
場
や
設
備
を
利
用
で
き
る
環
境
に

あ
り
、
自
然
と
起
業
の
ネ
タ
と
し
て

モ
ノ
づ
く
り
を
選
ん
だ
。

　

「
バ
ブ
ル
90
」（
高
野
氏
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
参
照
）
を
開
発
し
た
も
の
の
、

そ
こ
か
ら
売
れ
る
ま
で
に
４
、
５
年

か
か
っ
た
。
そ
の
間
、
販
路
開
拓
だ

っ
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
含
め
た

広
告
費
だ
っ
た
り
、
資
金
が
ど
ん
ど
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